
 

 

 

 

 

 

 帆を張った車「ウィンドカー」に、送風

機で弱い風と強い風を当てて風のはたら

きの実験をしました。また、ゴムをのばし

て進む「ゴムダッシュカー」を使って、ゴ

ムののばす長さによって進む距離がどう

変わるのかを実験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋の遠足は里山センターと明治なるほどファクトリーに行きました。里山

センターでは、ハイキングをしたり木工カスタネットづくりをしたりました。

明治なるほどファクトリーでは、工場見学をしながらチョコレートが製造・

出荷されていく過程を見学しました。 



 

 

 

 

  

 茨木市消防本部に見学に行きました。消防の役割を DVDで学習したり、

ST車（スモールタンク）の見学をしたり、消防士さんの早着替えを見せて

もらったりしました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

総合的な学習の中で、「世界人権宣言」の

学習を通して平和学習をしました。人権宣

言について学習をしながら、自分たちにで

きることは何かを考え、平和集会で発表し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 総合「人にやさしい町をめざして」の学習で、アイマスク体験をしました。

アイマスクをして、ジグザグ道や坂道、階段などのコースを、ガイドの人と

２人組で歩きました。特に「階段が怖かった。」と言う児童が多く、ガイドの

「あと〇段だよ。」という声掛けがどれほど頼りになり、安心するのかを体感

することができました。 

学習の最後には、人にやさしい町をつくるために、自分たちにできること

はどんなことかを考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科「昔のくらしについて」の学習で、七輪体験をしました。強風のふく中、火を

つけることに苦戦する子どもたち。炭に火をつけるために、「割りばしを入れよう！」

「うちわであおごう！」と２時間の中で得た知識を活用し、班で協力していました。 

昔の暮らしの苦労、そして今の暮らしの便利さに気づくことが出来たのではないでしょ

うか。自分たちで七輪を使えた喜びを感じ、満足そうな子どもたちでした。 

 


